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Ⅴ 科学技術の振興  

１．科学技術の進歩，発展が必要な理由 

－「エネルギ－・水・食糧などの資源問題や環境問題を克服するため」が６割台半ば－ 

問１６ あなたは，科学技術の進歩，発展は，何のために必要と考えますか。次の中から，あ

てはまるものを３つまで選んでください。 

 

 

 

 
 

 

科学技術の進歩，発展が必要な理由としては，「エネルギ－・水・食糧などの資源問題や環境問

題を克服するため」（64.1％）が６割台半ばと最も高く，次いで，「より快適で，安全・安心な社会

基盤・生活環境のため」（55.7％）が５割台，「天然資源に恵まれない状況の下，産業の国際競争力

を維持するため」（38.5％）が３割台で続いている。 

 

－男性で「天然資源に恵まれない状況の下，産業の国際競争力を維持するため」が女性よりも約14

ポイント高い－ 

性別でみると，「天然資源に恵まれない状況の下，産業の国際競争力を維持するため」は，男性

(45.2％)が女性（31.6％）よりも約14ポイント高くなっている。 

 

－男性の40代から60代で「エネルギ－・水・食糧などの資源問題や環境問題を克服するため」が７

割台－ 

性・年齢別でみると，「エネルギ－・水・食糧などの資源問題や環境問題を克服するため」は，

男性の40代(78.5％)，50代(70.5％)，60代(74.5％)で７割台と高くなっている。 

 

－女性の30代から50代で「より快適で，安全・安心な社会基盤・生活環境のため」が６割台半ば－ 

性・年齢別でみると，「より快適で，安全・安心な社会基盤・生活環境のため」は，女性の30代

（63.2％），40代(63.3％)，50代(63.3％)で６割台半ばと高くなっている。 

 

  

n=(1,112)  

エネルギー・水・食糧などの資源問題や

環境問題を克服するため

より快適で、安全・安心な社会基盤・生活環境のため

天然資源に恵まれない状況の下、産業の
国際競争力を維持するため

未知の現象の解明、新しい法則や原理の発見のため

新商品・サービスを創出し、経済成長・
雇用拡大につなげるため

健康長寿社会を実現するため

知的豊かさに富む人生・社会形成のため

その他

　無回答
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－男性の60代と70歳以上で「天然資源に恵まれない状況の下，産業の国際競争力を維持するため」

が５割台前半－ 

性・年齢別でみると，「天然資源に恵まれない状況の下，産業の国際競争力を維持するため」は，

男性の60代（50.9％）と70歳以上(53.9％)で５割台前半と高くなっている。 

 

図Ⅴ １６－１ 科学技術の進歩，発展が必要な理由 

（地域別，性別，性・年齢別，職業別，ライフステージ別，居住年数別－上位７項目） 
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（注）回答者数が30人未満の層では分析ではふれていない場合がある。 
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２．科学技術の発展を期待する分野 

－「資源・エネルギ－の開発や有効利用に関する分野」と「がん治療や再生医療などの医療分野」

が５割台半ば－ 

問１７ あなたは，科学技術について今後どのような分野での発展を期待していますか。次の

中から，あてはまるものを３つまで選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学技術について，今後，発展を期待する分野としては，「資源・エネルギ－の開発や有効利用

に関する分野」（55.7％）と「がん治療や再生医療などの医療分野」(54.4％)が５割台半ばと高く，

次いで，「高齢者，障がい者の介護，生活補助などの福祉分野」（28.4％），「環境保全，リサイクル

に関する分野」(26.0％)，「製造技術などの産業基盤を支える分野」(20.7％)が２割台で続いてい

る。 

 

－県央と県南で「資源・エネルギ－の開発や有効利用に関する分野」が６割台前半－ 

地域別でみると，「資源・エネルギ－の開発や有効利用に関する分野」は，県央(64.5％)と県南

(61.1％)で６割台前半と高くなっている。 

 

－男性で「資源・エネルギ－の開発や有効利用に関する分野」が女性よりも約12ポイント高い－ 

性別でみると，「資源・エネルギ－の開発や有効利用に関する分野」は，男性（61.5％）が女性

(49.6％)よりも約12ポイント高くなっている。 

 

－女性で「がん治療や再生医療などの医療分野」と「高齢者，障がい者の介護，生活補助などの福

祉分野」が男性よりも7～8ポイント程度高い－ 

性別でみると，「がん治療や再生医療などの医療分野」は，女性（58.2％）が男性(50.7％)より

も約８ポイント，「高齢者，障がい者の介護，生活補助などの福祉分野」は，女性（31.9％）が男

性（25.0％）よりも約７ポイント高くなっている。 

n=(1,112)  

資源・エネルギーの開発や有効利用に関する分野

がん治療や再生医療などの医療分野

高齢者、障がい者の介護、生活補助などの福祉分野

環境保全、リサイクルに関する分野

製造技術などの産業基盤を支える分野

防災・防犯などの社会の安全・安心に関する分野

農林水産業の効率化、省力化につながる分野

家事支援、情報通信の充実など日常生活の

利便性を向上させる分野

学力や知識、体力を向上させる教育分野

建築・交通などの社会基盤整備に関する分野

音楽や映像、ゲームなど娯楽・趣味を

充実させる分野

その他

わからない

　無回答
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－40代で「資源・エネルギ－の開発や有効利用に関する分野」が約７割－ 

年齢別でみると，「資源・エネルギ－の開発や有効利用に関する分野」は，40代(68.0％)で約７

割と最も高くなっている。 

 

－30代で「がん治療や再生医療などの医療分野」が６割台半ば－ 

年齢別でみると，「がん治療や再生医療などの医療分野」は，30代(66.4％)で６割台半ばと最も

高くなっている。 
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図Ⅴ １７－１ 科学技術の発展を期待する分野 

（地域別，性別，年齢別，性・年齢別，職業別－上位７項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（注）回答者数が30人未満の層では分析ではふれていない場合がある。 
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３．科学技術の振興に関する政策を進めるために必要なこと 

－「次世代を担う学生・生徒・児童への科学教育，人材育成」が６割台半ば－ 

問１８ あなたは，県としてどのような科学技術の振興に関する政策を進めていくことが必要だ

と思いますか。次の中から，あてはまるものを３つまで選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※(  )内の数値は,平成22年の調査結果 

※「次世代を担う学生・生徒・児童への科学教育，人材育成」は， 

平成22年では「次世代を担う若手の科学者や技術者の育成」。 

※「研究者，企業等の研究や開発を促進する環境づくり」は， 

平成22年では「研究者，企業等の交流拡大など研究や開発を促進する環境づくり」。 

※「大学や研究機関の研究成果を産業化・実用化につなげるための支援」は， 

平成22年では「企業と大学，研究機関が連携した研究成果の産業利用の支援」。 

 

県が進めるべき科学技術の振興政策としては，「次世代を担う学生・生徒・児童への科学教育，

人材育成」（64.3％）が６割台半ばと最も高く，次いで，「研究者，企業等の研究や開発を促進する

環境づくり」(45.2％)，「大学や研究機関の研究成果を産業化・実用化につなげるための支援」

(44.6％)が４割台で続いている。 

 

－「研究者，企業等の研究や開発を促進する環境づくり」が約８ポイント増加－ 

前回調査（平成22年）と比べると，「研究者，企業等の研究や開発を促進する環境づくり」が約

８ポイント増加している。 

 

－県南で「大学や研究機関の研究成果を産業化・実用化につなげるための支援」が５割超－ 

地域別でみると，「大学や研究機関の研究成果を産業化・実用化につなげるための支援」は，県

南(51.1％)で５割を超えて最も高くなっている。 

 

－男性で「研究者，企業等の研究や開発を促進する環境づくり」が女性よりも約７ポイント高い− 

性別でみると，「研究者，企業等の研究や開発を促進する環境づくり」は，男性(48.8％)が女性

(41.6％)よりも約７ポイント高く，「産学官連携による新事業・新産業創出（つくば国際戦略総合

特区プロジェクトの推進など）」は，男性(41.0％)が女性(34.7％)よりも約６ポイント高くなって

いる。  
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－60代で「次世代を担う学生・生徒・児童への科学教育，人材育成」が約７割－ 

年齢別でみると，「次世代を担う学生・生徒・児童への科学教育，人材育成」は，60代（70.1％）

で約７割と最も高くなっている。 

 

図Ⅴ １８－１ 科学技術の振興に関する政策を進めるために必要なこと 

（地域別，性別，年齢別，性・年齢別，職業別，ライフステージ別，居住年数別－上位６項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（注）回答者数が30人未満の層では分析ではふれていない場合がある。 
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図Ⅴ １８－２ 科学技術の振興に関する政策を進めるために必要なこと 

（前回調査との比較－上位５項目） 
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※「次世代を担う学生・生徒・児童への科学教育，人材育成」は，平成 22 年では「次世代を担う若手の科学者や技術者

の育成」。 

※「研究者，企業等の研究や開発を促進する環境づくり」は，平成 22 年では「研究者，企業等の交流拡大など研究や開

発を促進する環境づくり」。 

※「大学や研究機関の研究成果を産業化・実用化につなげるための支援」は，平成 22 年では「企業と大学，研究機関が

連携した研究成果の産業利用の支援」。 

※「産学官連携による新事業・新産業の創出（つくば国際戦略総合特区プロジェクトの推進など）」は，平成 22 年では選

択肢になし。 
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４．試験研究機関が今後進めていくべき取り組み 

－「次世代を担う学生・生徒・児童への科学教育，人材育成」が５割超－ 

問１９ 県では，工業や農林水産業，環境，衛生に関する試験研究機関を設置していますが，

あなたは，これら県の試験研究機関が今後どのような取り組みを進めていくべきだと思

いますか。次の中から，あてはまるものをすべて選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※(  )内の数値は,平成22年の調査結果 

※「県内の企業や農林水産業者などへの技術支援，施設・機器の利用開放」は， 

平成22年では「企業や農林水産業者などへの技術支援，施設・機器の利用開放」。 

※「わからない」は，平成22年では「わからない・無回答」。 

 

県の試験研究機関が，今後，推進すべき取り組みとしては，「次世代を担う学生・生徒・児童へ

の科学教育，人材育成」(52.1％)が５割を超えて最も高く，次いで，「県民・県内企業の要望に即

した研究開発や技術の普及」（39.7％），「県内企業との共同研究や技術開発」（37.1％），「県内の企

業や農林水産業者などへの技術支援，施設・機器の利用開放」（35.3％）が３割台で続いている。 
 

－「県内の企業や農林水産業者などへの技術支援，施設・機器の利用開放」が約６ポイント増加－ 

前回調査（平成22年）と比べると，「県内の企業や農林水産業者などへの技術支援，施設・機器

の利用開放」が約６ポイント増加している。また，「県民・県内企業の要望に即した研究開発や技

術の普及」が約５ポイント増加している。 
 

－県央と県南で「県内の企業や農林水産業者などへの技術支援，施設・機器の利用開放」が４割台

前半－ 

地域別でみると，「県内の企業や農林水産業者などへの技術支援，施設・機器の利用開放」は，

県央(44.8％)と県南(41.8％)で４割台前半と高くなっている。 
 
－男性で「県民・県内企業の要望に即した研究開発や技術の普及」が女性よりも約13ポイント高い－ 

性別でみると，「県民・県内企業の要望に即した研究開発や技術の普及」は，男性(45.9％)が女

性(33.4％)よりも約13ポイント高くなっている。また，「次世代を担う学生・生徒・児童への科学

教育，人材育成」は，男性(55.7％)が女性(48.4％)よりも約７ポイント高くなっている。 
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－男性の50代と60代で「次世代を担う学生・生徒・児童への科学教育，人材育成」が約６割－ 

性・年齢別でみると，「次世代を担う学生・生徒・児童への科学教育，人材育成」は，男性の50

代（58.9％）と60代(61.2％)で約６割と高くなっている。 

 

図Ⅴ １９－１ 試験研究機関が今後進めていくべき取り組み 

（地域別，性別，性・年齢別，職業別－上位６項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅴ １９－２ 試験研究機関が今後進めていくべき取り組み 

（前回調査との比較－上位５項目） 

(単位：％) 

 

 

 

 

 

 

※「県内の企業や農林水産業者などへの技術支援，施設・機器の利用開放」は，平成 22 年では「企業や農林水産業者な
どへの技術支援，施設・機器の利用開放」。  

（注）回答者数が30人未満の層では分析ではふれていない場合がある。 
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講演会、施設の一

般公開、広報活動

(%)

37.1
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44.3
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40.0

31.5
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34.5

35.2

35.5
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33.0
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15.0

38.3
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0 40 80

県内企業との共

同研究や技術開

発

35.3
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44.8

28.3

41.8

24.6

38.1

32.5

27.3

35.2

39.8

40.0

40.6

38.2

28.3
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35.8

41.3

24.5

30.9

38.3

30.0

40.7

35.6

31.1

43.8

34.8

35.9

0 40 80

県内の企業や農

林水産業者など

への技術支援、
施設・機器の利

用開放


